
















SA 72 苅教師 0-:宮城県仙台市
SC 71 元教師 0-:宮城県仙台市
YA 21 学生 0-:宮城県仙台市
YC 21 学生 0.: 宮城県仙台市
YF 28 学生 0-18 :青森県弘前市 18-東京都 22-大阪府
1.2. 談話情報
〔表 2)
話者 話者間の関係 収録時間 談話の展開
老一老 SA-SC 友人 45 分 SA 主導
老若 SA-YA 祖父と孫 31 分 同程度の発話量
老一調 SA-YF 初対面 38 分 YF が質問、 SA が答える
若一若 YA-YC 友人 34 分 同程度の発話量












ボク ー ー 21 
親族名称・2 2 
オレ 3 4 7 10 6 
オラ (_)*3 20 16 
*1 いわゆる有声化現象によるワダシやアダシ、複数を表すワタシラ (1 例)を含む
勺親族名称、はオジーチャン
勺複数を表すオラダヂ(1 例)を含む






(3) SA の《対老》において、表に含めていない直接弓i用発話でワタシ系が 2 例使用
されている。これらの直接引用発話は、女性が SA に向けて行なった発話を直接
引用したものである。男性の発話を引用した場合や SA 自身の過去の発話を引用
〆した場合にはオラ (2 例)、オレ (1 倒)となっている。
(4) YA は《対老)) (<対若》でオレ、《対調》でボクを使用しており、カテゴリカルな
切換えとなっている。
2.1.2. 解釈
(a) (2) のように、 SA のオレはすべての場面で使用されていることから、スタイル
と連動しないニュートラルな形式であると考えられる。





















対老 対若 対調 対若
アンダ - - 7 
名前勺 - 12- ~ 2 
親族名称可
オメ (_)"4 9 
・1 SA は、談話収録の前後で、 YF を「先生」と呼んでいる。







(1) SA は、《対老》でオメ(一)、《対若》で YA の名前、《対調》でアンダといったカ
テゴリカルな切換えを行なっている。
(2) YA は《対老》で親族名称 Cオジーチャン)、《対若》で YC の名前を用い、《対調》
で対称語を用いないといったカテゴリカルな切換えを行なっている。
2.2.2. 解釈








(c) YA の《対調》で対称詞を用いないことについては、 (c-1) (c・2) の回避と (c・3)
のデータの性質といった可能性が考えられる。
(c・1)相手に言及しない(回避する)ことによって改まりを示すストラテジーである。
同様の考察は、松丸・辻 (2002) における東京下町方言話者 SA ・ YA、船木 (2003) 
における鹿児島方言話者 SA ・ YA、細谷(本号)における大阪方言話者 YA、
篠原(本号)における広島方言話者 SA ・ YA でみられる。
(c・2) rアナタ J rキミ J rオマエJ などの形式の選択ルールの違反を避けるストラテ
ジー(李 2002 の韓国語母語話者)である。






(d) なお、 SA の《対調》で使用されるアンダは、 7 発話すべてが YF に対する質問で
使用されている。
(1) 
→278SA:教師って言うのはやっぱりあ、あのね i (YF: はい)なかなか、 (YF:ん一一)試
行錯誤ですから。 (YF:あ一一)あんだも{笑いながら}そーじゃないですか?
279YF:{笑い} (老一調〕
YF に対する質問はこの 7 発話のみである。したがって、 SA は対称調が使用でき
る文脈においては柏手に言及しており、ストラテジックな不使用や回避を行なっ
ていない。


























(1) SA は《対老)) <<対若》ではガを明示せず、《対調》では約半数の使用となってお
り、連続的な切換えを行なっている。
(2) YA は《対老>> <<対若》でガを 30%程度使用し、《対調》では約 90%使用するとい
った連続的な切換えを行なっている。
2.3.2. 解釈
(a) (1) (2) のように、 φがドメイン間での切換えにあずかっている。この点は松丸・





老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ガ 31 (83.8) 58 (96.η 卯 (96.8) 52 (12勾 14 (63.6う 46 (79.3 





老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
8付0) 12(12.5) 10(16.4) 46(93.9) 




(・)津軽方言話者 YA は、同ーの方言話者との会話である《対老)) <(対若》で
はガの明示率が低いが、《対調》では圧倒的にガを明示させるといったほ
ぼカテゴリカルな切換えを行なう。
(・)津軽方言話者 SA は、《対老>> <<対若》ではガを明示せず、《対調》でガを
明示する (40%台)といった連続的な切換えを行なう。


















→111SA:あ、そうです。 (YA:あー)主皇草通って、で、 こっちの、 (YA:はい)あの (YA: はい)来た
わけです。 〔老一読〕









(c) また、ターン交代の直後以外でも、倒置文の場合はガの明示は 80% と高い(倒置


















ヲ 4(4) 2(2.9) 19(25.η 
パ 7(η5σ)
φ89(89) 併(卯.1) 55σ4勾




4(6巧 2(2.7) 23(74.2) 
59(93.η71(97勾 9(25.8)
仙台方言話者のスタイル切換え
〔表 10 SA: 動調との隣接による集計勺
隣接 非隣接
ヲ 2 2 
対老 J'i 2 5 
φ 84(94.4) 5(5.6) 
ヲ 1 1 
対若 ノt 2 3 
φ 57(89.1) 7(10.9) 
ヲ 12(63.2) 7(36.8) 
対調 J'i 
φ 36(65.5) 19(34.5) 
*1 ( )内は% 横の合計が 1∞%
〔表 11 YA: 動詞との隣接による集計勺
隣接 非隣接
ヲ 1 1 
対老 ノt
φ 57(803) 14(19.7) 
ヲ 3 
対若 ノ可
φ 42(71.2) 17(28.8) 
ヲ 14(ω.9) 9(39.1) 
対調 ノt
φ 6(66.6) 3(33.4) 
キ1 ( )内は% 横の合計が 100%
(1) 表 9 から、 SA は《対調》では方言形式であるパを使用しない。したがって、ヲ
格の助調の省略(あるいはゼロ形式の使用)を除き、格形式のみでみるとカテゴ
リカルな切換えである。
(2) SA の《対調》ではヲの明示率が高くなるのに伴って、 φの割合が低くなってい
る。 φ を含めたヲ格の表示体系全体からみると、連続的な切換えを行なっている
ことになる。
(3) YA は、《対老)) ((対若》でのヲの明示が 10%に満たず、《対調》で 74.2%使用す
るといった連続的な切換えを行なっている。
(4) 表 10 ・ 11 はヲ格でマークされる名詞句と述語となる動詞が隣接しているか否か
によって集計したものである。これらの表から以下のことがいえる。
(4-1) SA. YA ともに、各々のドメイン内においては、名詞句と動詞が隣接している
場合には φの割合が高い。





(a) (1) (2) から、 SA は《対老)) ((対若)) vs. <<対調》では方言形式パから共通語形式
ヲに切換えるだけでなく、省略(あるいはゼロ形式)から表示(あるいは格形式)
へと切換えている。同様に YA も《対老>> ((対若)) vs. ((対調》で非明示/明示を
切換えている。
(b) (4・ 1) (4・2) より、 φ と有形式の使用には名詞句と動詞の隣接/非隣接が関連し
ていることがわかる。
(b・1) 松田 (2000) の東京方言話者では、名詞句と動調が隣接している場合にヲ格の
ゼロマーク化が起こりやすいことが報告されている。 (4・1) から、 SA. YA の各
ドメイン内においても同様の結果が得られたことになる。
(b・2) また、 SA の切換えには、ドメイジ内切換えだけでなくドメイン聞においても
隣接性が関連している。次の表 12 は、各場面の φの頻度をまとめ直したもので
ある。
〔表 12 SA の各ドメインにおける φの分布〕
対老 対若 対調
隣接 84 57 36 
非隣接 5 7 19 

































〔表 14・ 1 SA の意味領域によるニ・サ・ φの分布〕
対方5話者(対老+対若)
一 サ φ 
移動の目標 2 
移動の帰着点 4 
移動の目的(動詞 .4 6 接続)













(1) 表 13 のように、 SA は《対老)) ((対若》に比べて《対調》ではニの割合が高くな
っており、連続的な切換えを行なっている(ニとサについての検定結果は χ2_
2.958 P<O.085 )。
(2) 頻度数は少ないものの、 SA の《対老》でみられた φが《対調》では使用されず、
形態の非明示から明示へと切換えている。
(3) YA は《対者)) ((対若》でニを 6 割程度使用し、《対調》ではこのみ使用するとい
った連続的な切換えを行なっている。













(a) 切換えのあり方は、 ~2.3.のガ格、 ~2.4.のヲ格との比較から、以下のようにまと
められる。














a-l. 実際の移動(【移動の目標} 【移動の帰着点】 {移動の百的】)
a-2. 前提としての移動( [出現・発生の場所】 【状態の基準] ) 
b. 方向性のみの領域






a-1 >a-2>b-1 >b-2>c 

































対老 対若 対調 対若 対老 対調
ない 68 47 
ネにi 54 46 28 32 
(1) SA'YA ともに《対老)) <<対調》ではネ(一)、《対調》ではナイといったカテゴリ
カルな切換えを行なっている。
2.7.2. 解釈









カラ・1 63 35 
*1 いわゆる有声化現象によるガラも含む
SA 
対老 対若 対調 対若
YA 
対老








対老 対若 対調 対若






(1)表 17 のように、 SA の接続助調は切換えにあずかっていない。
(2) YA は《対老>> ((対若》でカラ、《対調》でノデ(ンデ)とカラといった連続的な
切換えを行なっている。




(a) (1)のように、 SA の接続助詞でノデ(ンデ)へ切換えられないことが注目され
る。『阪大社会言語学研究ノート』のスタイル切換えのプロジェクト (SS プロジ
ェクト)で報告された方言 SS プロジェクトのうち、東京下町方言話者(松丸・
辻 2002) ではンデへの切換えが見られるが、津軽方言 SA (阿部・坂口 2002) 、
高知県幡多方言 SA (・木 2002)、京都市方言 SA (辻 2003) ではノデ(ンデ)は
















































対老 対若 対調 対若 対老 対調
テユー・1 11 23 
チュー 1 
ツ(一) 29 20 22 17 
ズ 1 2 
*1 トユーを含む











な切換えを行なう項目 (a・2)、切換えにあずからない項目 (a・3) をまとめると
以下のようになる。
(a・1) カテゴリカルな切換えを行なう項目










(a・3・ 1) SA: 原因・理由(接続助調)
(aふ2) YA: 原因・理由(接続調)、逆接(接続助調・接続調)
(b) 切換えの基準については以下の二つがいえる。
(b-1) rSC. YA 対 YFJ ryC. SA 対 YFj といった対立から、「方言話者対共通語
話者J あるいは改まり・親疎などを基準として切換えている可能性がある。






談話内で切換える( !3 2.3. ・!3 2.4.) 。




































(17) 毎朝 6 時に起きる【時】
【参考文献]
阿部貴人・坂口直樹 (2∞'2) r津軽方言話者のスタイル切換えJ Iï'阪大社会言語学研究ノ
一ト』第 4 号 大阪大学大学院文学研究科社会言語学研究室
小林隆 (2∞2a) r格助詞」大西拓一郎編『方言文法調査ガイドブック』科学研究費基盤研
究「文法体系のバリエーシヨンに関する対照方言学的研究」




仁田義雄 (1992) r格表示のあり方をめそって 一東北方言との対照をもとにー J Iï'日本
語学.!I voJ.11 5 月臨時増刊号
松田謙次郎 (2∞0) r東京方言格助調「を」の使用に関わる言語的諸要因の数量的検証」
『国語学』第 51 巻 1 号
一一一一一一 (2001) r 中間言語と言語変異 :KY コーパスを使った「を」構ゼロマーク佑
-16-
阿部貴人
の分析J Theoretical and Applied Linguistics at Kobe Shoinσ:ALKS)No.4 神戸松蔭
言語科学研究所
一一一一一一(2∞2) rrを」格ゼロマーク佑と中間言語:中国語母語話者の場合JTheoretical
組dApplied Linguistics at Kobe Shoinσ:ALKS)No.5 神戸松蔭言語科学研究所







収録日時 :2∞3 年 3 月 15 日
収録場所 :SA 宅
話題:孫 • 退職前の仕事 → 3 月の予定
→旅行→ 夏の予定→遅盤草色
仕事でやったクラブ活動→ 知人 • 
小学校時代→ 幼少時代 →知人










239SA : Y さ、 7 年、ん? 8 年が、いで、
240SC: そんないだが。
241SA: ん一一。 (SC :.あ一一) 7 、 8 年いだ
んだ。
242SC: あの頃は Y[高校名]、強がったよな。
(SA: ま一)連続だべ? (SA: あー)
何年連続?
243SA: んーーと、ん一一、 5 年がな。 (SC: あ
一、やっぱり一)いや、 6 年がな。
244SC :そすれば、あれが? 最後の 1 年は
出ねがったつつ-






248SC: 国体も 6 年連続? その一一、 2 年目
がら一、
249SA: あっ、国体は違うが。 (SC: んだべ)
国体は一一。
250SC :国体は 5 年?
251SA : 5 年がなー (SC: んー)最後の年、最
後の 2 年。










259SA : 20 年が? (SC: あ?) 20 年そらいだ。
(SC: あ一一) 20 年々らい なるはず


























275SA: ん。だがら、 A 先生一、
276SC :この辺の人でね一、









収録日時 :2∞3 年 3 月 15 回
収録場所 :SA 宅
話題 :YA の幼少時代 → 3 月の旅行 →調
査→ YAの大学生活 • YA のクラ

























313SA: 鎌倉さ 近いんでねーが? 鎌倉の、
314YA: あ、そっちじゃ ねくって、 (SA: ん?)
同じ、同じ、同じ線だけどー (SA: ん)
T 線[路線名]だけど、 (SA: ん)もっと
手前の? (SA: ん)もっと 東京より
の (SA: ん)ん、キャンパス、 2 つあ
つから。 (SA: あー)手前の方のキ
ヤパスに コートがあって、 (SA: ん)
それで、
315SA: コートはそっちが。
316YA: ん一、コートは、 (SA: ん)あ、ま、





スさ 行って一、 (SA: ん)その近くに
合宿所が あっから一、 (SA: ん)そこ
泊まって一、 (SA: ん)で、ん、 10 分
くらいだから一、
317SA: 行ったごと あるのが。
318YA: ん一、去年も行ったし、 (SA: ん)
去年の夏の合宿ってゆーが、
(SA: ん)遠征でも 練習しに、 (SA:
ん)行ったし。 (SA: んー)そこ行つ
て、









325SA: ん一、寮なんだ。 (YA: ん?)そっち
の校舎には祭あって、

















334YA: かな? (SA: んー)行ってるんだと 思
一。だから、おれたちが泊まれるのか、
(SA: ん)たぶん。 (SA: ん一一)空
いてる 部屋かも。 (SA: ん?)空いて
仙台方言話者のスタイル切換え
〔老ー調〕
収録日時: 2加3 年 3 月 15 日
収録場所 :SA宅
話題:皇旦盟企→ SA の退職前の仕事→
こどもの頃 • SA の大学時代 • 
SA の退職前の仕事でやったクラブ活動
• SC との関係 • 仙台のことば
∞冗F: じゃ、あの、改めて はじめまして、 A
と申します。
∞6SA: あ、あの、司SA の名問です。




00邸:A: あ、今 71 に、あ、 72 になるんです。
(YF :あー)満でね。 (YF :あ、はい)
ん、満で 72 歳です。
ω'YF :もう一、ずっと こつ こっち、 (SA:
はい)あの、仙台におすまい
0IOSA: え一、ずっと ここに
011YF :あ、こちらのお宅に (SA: えー)弓!越
しも
012SA: え一、ずっと ここに。 (YF :はい)
生まれてから、ずっと。 (YF: はい)ま、
家はね (YF: はい)建てて、あの (YF:
はい)建て替えましたけどね (YF :は
い)ま、移ったといえば その一一






016SA: え、退職前は S 高校のね、 (YF :はい)
知ってますか?
017YF :あ、いや、しらな、

























位8SA: 今は よく分からない。 (YF :あー)
今の 状況とゆーか (YF :はい)そー













ゆーか、ま、ほとんど譲って (YF : 
はい)若い人にも やってもらわりや
ー (YF :はい)いけない とゆーこと
で (YF :えー)そんなことでー (YF : 
はい)あまり、あまり、その、タッチせ
ずにね (YF :はい)おりました。
033YF : 30 年、 35 年くらい一、やって、
034SA: ん、 35 年一、もっと なります。 (YF:






収録日時 :2∞3 年 3 月 15 日
収録場所 :YA宅
話題:大学の授業 • 卒業論文 • 工企2
クラブ • YC のクラブ • 友達
→ YA の部屋 →パソコン →運






365YC : 2、 3 日?
366YA: いや、 10 日くらい。






373YC : N[大学名]って どこさ あるつけ。
374YA: 東京の電車分かる?
375YC: さあ
376YA: T 線[路線名]の S 駅[駅名]0
377YC: 分かんねーけど、何区?
378YA: 何区か、ん一-
379YC: 分かんねー。 (YA: んー)で、練習?
試合一、
380YA: 基本的には練習でー (YC: んー)で、
ちょっと 試合ってゆーか、練習試合
もやってー (YC: んー)で、一応団
体も できるし、 (YC: あー)個人は、


























質? センス? (YC: んーんー)全然。
395YC: そんなに違うのになんかあ一一、











結構つながり 強くて一、 (YC: んー)
それで結構頻繁にこ一練習と
か合同練習とか (YC: んー)合宿っ








408YA: や一一、わかんねーけど (YC: んー)




410YA: たぶん (YC: んー)それで、たぶん、
仙台方言話者のスタイル切換え
〔若ー調〕
収録日時: 2002 年 3 月 15 日
収録場所 :YA 宅
話題:皇且盟企→ YA の就職 → YA の専
攻 • 大学生活 • YA の専攻 • 
YA のクラブ→ 就職 • 仙台の名
所 • YA の部屋
007YF :それでは、
∞8YA: あ、始ってるんですか?
∞9YF :はい{笑い}始ってます。 T さん[YF の名
前]
010YA: はい、 T です。
011YF :大学生ですか?




015YF :満 21 歳。
016YA: そーです。
017YF :生まれたのは、
018YA: 僕ですか? (YF: はい)んと一、ここ
です。
019YF :あ、ここ。 (YA: はい)ずっと
ですか、あの、
020YA: あ、ずっと ここです。












028YA: そうですね、メーカー (YF :あー)一















037YF :あ、そーなんですか。 (YA: はい)東
京の どの辺ですか。
038YA: 調布? (YF: はい)あの辺です。
039YF :あ一、僕、大学、学部んとき、あの辺
に 住んでたんですよ。 (YF :えー)そ
ーですか。 (YA: はい)で、ラケットか
なにかを作ってる一、























049YF :あ、そーですか。 (YA: はい)じゃ、
ずっとテニスの、テニスに 関わって
いける ってゆーか、 (YF: そーですね)
なんですね。
050YA: そーなりますね。
